
■実績報告書 様 式 Ｃ－５６－８〔作成上の注意〕（電子申請システム対応用） 

代表者が、補助事業完了後に科研費電子申請システム（以下「電子申請システム」という。）にアクセスして、

「実績報告書（様式Ｃ－５６－８）」を作成し、補助事業完了後６１日以内に送信・提出すること。 

電子申請システムにおける入力に当たっては、文字化けの発生や別の文字として認識される場合があるため、

JIS 第１水準及び第２水準以外の文字コードや特殊フォントは使用しないこと。 

提出に当たっては、「収支簿（様式Ｂ－５１－９）」及び補助金専用口座の預金通帳の写し（表紙、明細の全ペ

ージ）とともに提出・送信すること。 

実績報告書に含まれる個人情報は、科学研究費助成事業の交付等業務のために利用（データの電算処理及び管理

を外部の民間業者に委託して行わせるための個人情報の提供を含む。）する。 

 

【注意事項】 

・電子申請システムの入力に当たっては、「電子申請システム研究者向け操作手引（科学研究費補助金） 

（研究成果公開促進費）」https://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/seika/index.htmlを参照すること。 

 

【研究成果公開促進費メニューイメージ】 

＜課題状況一覧＞課題状況の確認ボタンを押下し、作成を行う。 

 



国際情報発信強化（【画面イメージ】）
課題管理画面

(1)課題管理画面基本情報

交付申請時の情報が自動表示されるので、団体名が変更となった場合や、代表者が変更となった場合は

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/13_seika/yoshiki_dl_r03.html#kokusai

上記ＵＲＬより「代表者交替等届（様式Ｃ－５８－３）」をダウンロードし、必要事項を記入の上、電子申請システムの課題管理画

面｢必要に応じ提出する書類｣よりアップロードを行うこと。受領後日本学術振興会において、変更の手続きを行うので、最新の

情報に反映されていることを確認した上で、電子申請システム上で実績報告書の作成を行うこと。

(2)実績報告書の入力ボタンを押下



実績報告情報の入力（国際情報発信強化）

(3)主催団体情報

・交付申請時の情報が自動表示されるので、所在地に変更があった場合は、

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/13_seika/yoshiki_dl_r03.html#kokusai

上記ＵＲＬより「連絡先等登録票（新規・変更）（様式Ｃ－５９－２）」をダウンロードし、必要事項を記入の上、電子申請システム

の課題管理画面｢必要に応じ提出する書類｣よりアップロードを行うこと。受領後日本学術振興会において、変更の手続きを

行うので、最新の情報に反映されていることを確認した上で、電子申請システム上で実績報告書の作成を行うこと。

(4)取組の名称・学術刊行物の名称

・交付申請時の情報が自動表示される。

(5)実支出額の使用内訳

・https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/13_seika/yoshiki_dl_r03.html#kokusai

上記ＵＲＬよりダウンロードした、「収支簿（様式Ｂ－５１－９）」により算出された、各支出費目（物品費、旅費、人件費・謝金、

その他）の小計を入力し、再計算を押下する。

実支出額の合計額が、交付決定額以下となるように入力すること。

(6)取組の実施概要

・補助事業年度に実施した取組の内容を詳しく記載すること。文字数、改行は表示のとおり。

(7）別紙ファイル登録

・収支簿（様式Ｂ－５１－９）、通帳の写し（表紙、明細の全ページ）をPDFファイルまたはZIPファイルの１つのファイルにし、登

録を行う。経費の内訳や詳細を別紙に記載した場合は、別紙もあわせてPDFファイルまたはZIPファイルの１つのファイルとす

ること。

(8)一時保存をして次へ進む



実績報告書確認画面（国際情報発信強化）

(9）実績報告書確認、関係資料の確認

・実績報告書がPDFで作成されるので確認を行うこと。関係資料はアップロードした収支簿（様式Ｂ－５１－９）、通帳の写し、

がZIPファイルとして生成されるので、確認を行うこと。

入力内容の確認後、確認完了・送信ボタンを押下し、日本学術振興会に送信する。
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